
議案１ 

１ 基本計画書の内容（提出年月日：令和３年６月 21 日、根拠規定：条例第３条第１項） 

名 称（新築等の区分） （仮称）西宮今津商業施設プロジェクト 

所在地 西宮市今津出在家町 57番１ ほか 

事業者 株式会社万代 

施設の用途 物品販売業を営む店舗（食料品等）、飲食店 

着工時期、開店時期 令和３年９月頃、令和４年９月頃 

施設面積 

（広域土地利用プログラム対象面積）
4,535 ㎡ 

物品販売業を営む店舗の面積 2,396 ㎡ 

飲食店、映画館等面積 412 ㎡ 

延べ面積、敷地面積 4,535 ㎡ 、9,423 ㎡ 

用途地域等 準工業地域、酒蔵地区（特別用途地区） 

駐車場の収容台数 

105 台（全体収容台数 169 台） ≧ 必要台数 105 台 

夜間駐車場の利用制限 - 制限後台数 - 

営業時間 午前７時から翌午前０時まで 

 

 

２ 重要事項 

（１）まちづくりに関する計画との整合に関する事項 県の判断 適 

 大規模集客施設に係る計画と県及び市町のまちづくりに関する計画との整合性 

○ 計画地は、大規模な集客施設の立地誘導・抑制に係る広域土地利用プログラムの「商業ゾ

ーン以外」の地域で、床面積の上限 6,000 ㎡に対して、計画施設の床面積はこれを下回る 4,535

㎡である。 

○ 西宮市都市計画マスタープランでは、「住・工共存地」と位置付けられている。また、立

地適正化計画において、「都市拠点形成区域」の区域で日常生活サービス施設が適宜配置さ

れることが望ましいとされている。 

○ 特別用途地区の「酒蔵地区」及び西宮市商業立地ガイドラインの産業機能集積ゾーンで、

床面積の上限 10,000 ㎡に対して、計画施設の床面積はこれを下回る 2,396 ㎡である。 

○ 以上により、本計画は県及び市のまちづくりに関する計画に整合していると判断する。 



（２）駐車需要の充足等交通に係る事項 県の判断 適 

① 駐車場に関する事項 

【必要駐車台数の算定・確保】 

指針に基づく必要台数 105 台に対し、来客用駐車台数を 154 台確保する。 
〔指針式〕 
  2,396 千㎡×1,304.2 人/千㎡・日×ピーク率 14.4％×分担率 65％÷平均乗車人員 2.0 人/台 

×平均駐車時間係数 0.72 ≒ 105 台/ｈ 

② 道路交通への影響に関する事項 

【交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価】 

ア 店舗の新設により新たに発生する自動車台数と来退店経路の設定 

○ ピーク１時間当たりの来店自動車台数 
〔指針式〕 
  2,396 千㎡×1,304.2 人/千㎡・日×ピーク率 14.4％×分担率 65％÷平均乗車人員 2.0 人/台 

≒ 146 台/ｈ 
○ 商圏（店舗を中心に半径 1.0km）を６方面に分け、各方面別の世帯数比で 146 台／ｈ
を各地域からの経路に配分する。 

方面 世帯数 
(世帯) 

配分比 
（％） 

来退店ピーク台数 
（台／ｈ） 

① 5,654 30.7 各 45 

② 3,874 21.0 各 31 

③ 4,191 22.8 各 33 

④ 2,756 15.0 各 22 

⑤ 1,586 8.6 各 12 

⑥ 350 1.9 各 3 

計 18,411 100.0 各 146 

イ 交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価及び対策 

○ 現況交通量調査〔地点１、地点２：令和２年 10 月 11 日(日)、28 日(水)〕に、店舗
の新築により新たに発生する自動車台数各 146 台／ｈを加えて、交差点需要率及び車線
別混雑度の検討を行う。 

○ 信号交差点の交差点需要率、車線別混雑度は下表のとおり。 
○ いずれの信号交差点においても、ピーク時間帯において交通処理は可能と考えられる。 

（上段：交差点需要率、下段：車線別混雑度）        ※網かけは最大値を示す。 

調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

地点１交差点 
（二葉公園前） 

平：17時台 
休：15時台 

0.331 0.347 0.411 0.424  

0.36 
0.27 
0.38 
0.40 

0.39 
0.33 
0.42 
0.41 

0.39 
0.27 
0.48 
0.61 

0.41 
0.33 
0.52 
0.60 

北流入左直右 
南流入左直右 
西流入左直右 
東流入左直右 

地点２交差点 
（今津出在家町） 

 

平：16時台 
休：13時台 

0.485 0.570 0.571 0.656  

0.56 
0.18 
0.51 
0.07 
0.46 
0.34 
0.38 
0.14 

0.53 
0.23 
0.49 
0.03 
0.56 
0.48 
0.58 
0.22 

0.81 
0.26 
0.51 
0.07 
0.46 
0.34 
0.38 
0.14 

0.77 
0.31 
0.49 
0.04 
0.56 
0.48 
0.58 
0.22 

北流入左直 
北流入右折 
南流入左直 
南流入右折 
西流入左直 
西流入右折 
東流入左直 
東流入右折 



 

（３）道路以外の公共施設への影響に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の敷地からおおむね 500ｍ以内にある公園、緑地、下水道、河川等の道路
以外の公共施設に対する影響 

○ 計画地の周辺には、他に影響を与える公共施設はない。 
 

（４）景観形成に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の立地する地域における伝統的景観、自然景観、街並みなど景観に関する
配慮及び公的計画（市町の景観に関する条例、建築協定、緑化協定等）の有無 

○ 西宮市「都市景観条例」、西宮市「屋外広告物条例」に基づき、周辺の景観との調和に努
めた計画とする。 

○ ｢環境の保全と創造に関する条例｣に基づき、緑化基準に従い、敷地・建築物の緑化を行う。 
＜必要緑化面積＞ 

敷地面積：9,423 ㎡  屋上面積：2,750.83 ㎡ 

【敷地緑化】9,423 ㎡ ×（ 100％ － 建蔽率 60％ ）× 50％ ≒ 1,884.6 ㎡ 

【建物緑化】2,750.83 ㎡ × 20％ ≒ 550.17 ㎡ 

1,884.6 ㎡ ＋ 550.17 ㎡ ≒ 2,435 ㎡（必要緑化面積） 

＜計画緑化面積＞ 

1,658 ㎡（平面緑化）＋ 156 ㎡（屋上緑化）＋ 665 ㎡（壁面緑化）＝ 2,479 ㎡  

＞ 2,435 ㎡（必要緑化面積） 

 

 

３ 条例第４条第１項の規定による関係行政機関からの意見 

意見内容 事業者の対応 
知事の 

判 断 

【西宮市】 

＜都市計画の観点からの意見＞ 

当該地は、西宮市都市計画マスタープラ

ンにおいて、「住・工共存地」に位置づけ

られ、環境対策の充実など、住宅との共存

を努める地域である。また、西宮市立地適

正化計画において、「居住誘導区域」及び

「都市機能誘導区域」に位置づけられてい

る。 

本計画の用途は物品販売業を営む店舗及

び飲食店となっており、身近な日常生活に

必要な施設に該当する。西宮市立地適正化

計画における誘導施設の設定方針の中で、

上記施設は居住地において適宜配置される

ことが望ましい「日常生活サービス施設」

に分類されていることから、支障がないと

判断する。 

 

 

― 

 

 

― 



＜その他計画等に対する意見＞ 

（交通政策課） 

対象地南側の県道甲子園六湛寺線及び、

西側の市道幹 11 号線は路線バスの運行ル

ートになっている。 

 また、敷地南西側には、「今津出在家町」

停留所があるため、工事期間中及び工事完

了後の営業時間中に多数の来場者が見込ま

れる場合は、路線バスの運行の支障になら

ないように円滑なバスの運行に配慮された

い。 

（都市デザイン課） 

・西宮市都市景観条例及び景観法の届出が

必要である。 

・西宮市都市景観条例に基づく届出につい

ては、開発事業計画書の提出時期までに

協議を終えられるように、届出されたい。 

 

・屋外広告物を掲出する場合は、事前に協

議を行われたい。 

・屋外広告物の設置を計画する際には、屋

外広告物の位置、形状、面積、材料、色

彩、意匠等は周辺の景観と調和するもの

とし、建築物に表示又は設置する広告物

については、建築物の規模及び意匠との

調和に配慮されたもので、一体感のある

形状にされたい。 

・道路上に看板類（のぼり旗等）を設置し

ないようにされたい。 

（自転車対策課） 

 周辺道路への違法駐輪の防止を徹底する

など、周辺地域の円滑な交通環境を確保す

るように十分配慮されたい。 

 駐輪場の需要が発生した場合は、自己の

敷地内で責任を持って駐輪場を確保された

い。 

 

 

繁忙時については、入口や出口に交

通誘導員を配置し、スムーズな入出庫

に努め、路線バスの運行に支障がない

よう計画します。 

また、工事期間中においても、出入

口に誘導員を配置します。 

 

 

 

 

・西宮市都市景観条例及び景観法につ

いては届出します。 

・西宮市都市景観条例に基づく届出に

ついては、開発事業計画書の提出時

期までに協議を終えられるように、

届出します。 

・屋外広告物を掲出する場合は、事前

に協議します。 

・屋外広告物の設置を計画する際には、

形状や色彩、意匠等は周辺の景観と

調和するものとし、建築物に表示又

は設置する広告物については、建築

物の規模及び意匠との調和に配慮し

た計画にします。 

 

・道路上に看板類（のぼり旗等）は設

置しません。 

 

 周辺道路への違法駐輪の防止対策と

して、従業員等による巡回を実施し、

周辺地域の円滑な交通環境の確保に努

めます。 

 開店後、駐輪場の需要がオーバーし

た場合は、自己の敷地内で責任を持っ

て駐輪場を確保します。 

 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

します。 

【兵庫県警交通規制課】 

１ 案内誘導看板等の設置について 

 出入口を明示する案内誘導看板を設置

するとともに、設置箇所については、事

前に西宮警察署長と調整されたい。 

 

 

 

 

１ 案内誘導看板等の設置について 

 出入口を明示する案内誘導看板を

場内に設置します。また、案内設置

箇所については、事前に西宮警察署

長と調整します。 

 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 



２ 来退店経路について 

 チラシ及びホームページ等の各種媒体

を活用して、来退店経路を周知するよう

に広報を徹底されたい。 

特に、市道に面する入口及び出口の左

折入出庫の周知徹底に配意されたい。 

 

 

３ 店舗出入口等への交通誘導員の配置に

ついて 

(1) 開店から当分の間及び繁忙日等につ

いては、交通誘導員を配置して来退店

車両に対する適切な交通誘導を行い交

通の安全を確保されたい。 

(2) 開店後の周辺交通の状況によっては

交通安全上の必要な地点に交通誘導員

を適宜配置するなど、交通の安全と円

滑に配意されたい。 

２ 来退店経路について 

 来退店経路についてはオープン時

のチラシ掲載等によってお客さまに

周知します。 

また右折出入庫禁止の看板設置や

左折出庫の路面標示、繁忙時の交通

誘導員の設置により、左折出入庫の

周知に努めます。 

３ 店舗出入口等への交通誘導員の配

置について 

(1) 開店から当分の間及び繁忙日等

には、交通誘導員を配置し、交通

の安全確保に努めます。 

 

(2) 開店後の周辺交通の状況によっ

ては、必要に応じて交通誘導員を

適宜配置します。 

事業者の

対応は妥

当と判断

します。 

【道路保全課】 

兵庫県道甲子園六湛寺線の道路区域内に

おいて、道路工事等を行うに際しては、事

前に協議等を行い、道路法に基づいて必要

な手続きを行われたい。 

また、同路線側に、歩行者・自転車用出

入口を整備するため転落防止柵の撤去等を

する場合は、道路法第 24条の手続を行われ

たい。 

兵庫県道甲子園六湛寺線歩道リニューア

ル事業(自転車道整備・電線共同溝)区間で

あるため、県道にかかる工事時期計画につ

いて県工事と調整されたい。 

 

兵庫県道甲子園六湛寺線の道路区域

内において、道路工事等を行うに際に

は、事前に協議等を行い、道路法に基

づいて必要な手続きを行います。 

歩行者・自転車用出入口を整備する

ために、転落防止柵の撤去等を行う予

定なので、道路法第 24 条の手続を行い

ます。 

また、工事を行う際には、土木事務

所と協議・調整します。 

 

同上 

【総合治水課】 

１ 総合治水条例第 10条により、浸水によ

る被害を発生させる可能性が高まる開発

行為を行う場合は、雨水を一時的に貯留

し、雨水の流出を抑制する調整池の設置

に努められたい。 

２ 総合治水条例第 21条第１項により、駐

車場などの広い土地を利用した施設につ

いては、その四方に雨水を貯留するため

の壁を設置するなど雨水を一時的に貯留

させる措置や、雨水を浸透させる芝舗装

を施すなど地下に浸透させる措置を講ず

ることにより、これらの施設に雨水貯留

浸透機能を備えることに努められたい。 

 

１ 雨水の流出を抑制する対策とし

て、敷地内にはグラスパーキングを

設置し、機能の維持管理に努めます。 

 

 

２ 外周には雨水を浸透させる緑地を

設置し、地下に浸透させる配慮を行

います。 

 

 

 

 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 総合治水条例第 21条第２項により、大

規模な建物又は工作物については、その

敷地又は地下に雨水を貯留する設備を設

置すること等により、これらの建物又は

工作物に雨水貯留浸透機能を備えること

に努められたい。 

４ 今回計画区域が浸水想定区域に含まれ

ているため、総合治水条例第 44 条によ

り、建物又は工作物の床を高くし、建物

等の機能の維持に重要な電気設備等を高

所に設置し、地階への雨水の流入を防ぐ

等の浸水による被害を軽減する耐水機能

を建物等に備え、その耐水機能の維持に

努められたい。 

３ 外周には雨水を浸透させる緑地を

設置し、地下に浸透させる配慮を行

います。 

 

 

 

４ 室外機等の電気設備については、

屋根上に配置し、浸水による被害を

軽減して、建物等の耐水機能の維持

に努めます。 

事業者の

対応は妥

当と判断

します。 

【都市政策課】 

１ 兵庫県まちづくり基本条例による事業

者の責務に基づき、地域と一体となった

まちづくりを進める観点から、今後とも

地元と十分に話し合った上で事業を展開

されたい。 

２ 誰もが利用しやすい施設整備の観点か

ら、福祉のまちづくり条例に基づくチェ

ック＆アドバイス制度を活用されたい。

延床面積 10,000 ㎡未満の物販店舗の場

合は、施設の完成後に点検表（添付ファ

イル内「資料３」Ｐ５～７）に基づいて

より簡易に点検を行う「点検表型」のチ

ェック＆アドバイスを活用できるため、

是非検討されたい。 

また、点検表の基準を一定満たすと「ひ

ょうご県民ユニバーサル施設」として認

定する制度もあるため、こちらも活用さ

れたい。 

（詳細は添付ファイルのとおり。制度活用

を検討する場合は、都市政策班福祉のま

ちづくり担当まで連絡されたい。） 

３ 環境の保全と創造に関する条例では、

建築面積又はその敷地面積が 1,000 ㎡以

上の場合、同条例施行規則で定める緑化

基準に従い、当該建築物又はその敷地を

緑化しなければならない規定があるので

留意されたい。 

また、新築又は増築等に係る建築面積

が 1,000 ㎡以上の場合、同緑化基準に従

い、建築物等緑化計画届を作成し、建築

確認申請前に提出されたい。 

 

１ 地元自治会には、事前に説明済み

です。また、開業後において、問題

が発生した際には、解決に向け誠意

をもって対応します。 

 

２ 福祉のまちづくり条例に基づくチ

ェック＆アドバイス制度について、

活用を検討します。完成後、弊社に

て点検表とのチェックを行い、基準

を満たしていれば、ひょうご県民ユ

ニバーサル認定制度の認定について

も検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 環境の保全と創造に関する条例の

緑化基準に従い計画します。なお、

建築物等緑化計画届出については、

建築確認申請前に手続きします。 

 

 

同上 



【景観形成室】 

本事業計画には、景観法、西宮市都市景

観条例、西宮市屋外広告物条例が適用され

る。各法令に基づく基準等を遵守するとと

もに、申請等必要な手続を適切に行われた

い。 

 

景観法、西宮市都市景観条例、西宮

市屋外広告物条例を遵守します。なお、

申請手続きは適切に行います。 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

します。 

 

 

４ 条例第４条第２項の規定による知事の意見(案) 

知事の意見の有無 有しない。 

留意事項の有無 

次の留意事項を付記する。 

１ 敷地内掲示や看板、広告等によって来退店経路を周知徹底する

こと。 

２ 繁忙時等は、駐車場の出入口等に交通誘導員を配置し、来店車

両の安全かつ円滑な出入庫及び路線バスの円滑な運行の確保を

図ること。 

３ 開店後も周辺道路の交通状況を注視し、来店車両に起因する混

雑その他安全上の問題等が発生した場合は、関係機関と協議の

上、必要な対策を講じること。 

４ 建築物及び屋外広告物は、周辺地域の景観に配慮した外観及び

形態にすること。 

５ 計画された緑化部分について、適切な維持管理に努めること。 

 
 

 

 

 

 

 



議案２ 

１ 基本計画書の内容（提出年月日：令和３年６月 22 日、根拠規定：条例第３条第１項） 

名 称（新築等の区分） （仮称）ドラッグコスモス大蔵海岸店 

所在地 明石市大蔵天神町３－15 ほか 

事業者 株式会社コスモス薬品 

施設の用途 物品販売業を営む店舗（医薬品等） 

着工時期、開店時期 令和３年 11 月頃、令和４年５月頃 

施設面積 

（広域土地利用プログラム対象面積）
1,883 ㎡ 

物品販売業を営む店舗の面積 1,529 ㎡ 

飲食店、映画館等面積 0 ㎡ 

延べ面積、敷地面積 1,883 ㎡ 、4,868 ㎡ 

用途地域等 第一種住居地域 

駐車場の収容台数 

52 台（全体収容台数 70台） ≧ 必要台数 52 台 

夜間駐車場の利用制限 - 制限後台数 - 

営業時間 午前９時から午後９時 45分まで 

 

 

２ 重要事項 

（１）まちづくりに関する計画との整合に関する事項 県の判断 適 

 大規模集客施設に係る計画と県及び市町のまちづくりに関する計画との整合性 

○ 計画地は、大規模な集客施設の立地誘導・抑制に係る広域土地利用プログラムの「商業ゾ

ーン以外」の地域で、床面積の上限 6,000 ㎡に対して、計画施設の床面積はこれを下回る 1,883

㎡である。 

○ 明石市都市計画マスタープランでは、道路利用者等に利便を提供する商業・サービス機能

の集積・維持を図る地区としている。 

○ 以上により、本計画は県及び市のまちづくりに関する計画に整合していると判断する。 



（２）駐車需要の充足等交通に係る事項 県の判断 適 

① 駐車場に関する事項 

【必要駐車台数の算定・確保】 

指針に基づく必要台数 52台に対し、来客用駐車台数を 57台確保する。 
〔指針式〕 
  1,529 千㎡×1,054 人/千㎡・日×ピーク率 14.4％×分担率 70％÷平均乗車人員 2.0 人/台 

×平均駐車時間係数 0.64 ≒ 52 台/ｈ 

② 道路交通への影響に関する事項 

【交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価】 

ア 店舗の新設により新たに発生する自動車台数と来退店経路の設定 

○ ピーク１時間当たりの来店自動車台数 
〔指針式〕 
  1,529 千㎡×1,054 人/千㎡・日×ピーク率 14.4％×分担率 70％÷平均乗車人員 2.0 人/台 

≒ 81 台/ｈ 

○ 商圏（店舗を中心に半径 1.5km）を５方面に分け、各方面別の世帯数比で 81 台／ｈ
を各地域からの経路に配分する。 

方面 世帯数 
(世帯) 

配分比 
（％） 

来退店ピーク台数 
（台／ｈ） 

① 3,524 19.6 各 16 

② 3,260 18.2 各 15 

③ 4,315 24.0 各 19 

④ 6,053 33.7 各 27 

⑤ 815 4.5 各 4 

計 17,967 100.0 各 81 

イ 交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価及び対策 

○ 現況交通量調査〔地点１、地点２：令和３年３月 14日(日)、17 日(水)〕に、店舗の
新築により新たに発生する自動車台数各 81台／ｈを加えて、交差点需要率及び車線別
混雑度の検討を行う。 

○ 信号交差点の交差点需要率、車線別混雑度は下表のとおり。 

○ いずれの信号交差点においても、ピーク時間帯において交通処理は可能と考えられる。 

（上段：交差点需要率、下段：車線別混雑度）        ※網かけは最大値を示す。 

調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

地点１交差点 
（中崎公会堂前） 

 
平：17時台 
休：14時台 

0.300 0.335 0.336 0.371  

0.12 
0.04 
0.43 
0.47 

0.16 
0.01 
0.45 
0.53 

0.24 
0.04 
0.45 
0.47 

0.26 
0.01 
0.48 
0.54 

北流入左直右 
南流入左折右 
西流入左直右 
東流入左折右 

地点２交差点 
（大蔵町南） 

 
平：17時台 
休：15時台 

0.342 0.325 0.391 0.373  

0.12 
0.58 
0.45 
0.11 

0.17 
0.52 
0.51 
0.10 

0.12 
0.69 
0.45 
0.15 

0.17 
0.62 
0.51 
0.14 

北流入右左折 
西流入左直 
東流入直進 
東流入右折 

 



（３）道路以外の公共施設への影響に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の敷地からおおむね 500ｍ以内にある公園、緑地、下水道、河川等の道路
以外の公共施設に対する影響 

○ 計画地の周辺には、他に影響を与える公共施設はない。 
 

（４）景観形成に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の立地する地域における伝統的景観、自然景観、街並みなど景観に関する
配慮及び公的計画（市町の景観に関する条例、建築協定、緑化協定等）の有無 

○ 明石市「都市景観条例」、明石市「屋外広告物条例」に基づき、周辺の景観との調和に努
めた計画とする。 

○ ｢環境の保全と創造に関する条例｣に基づき、緑化基準に従い、敷地・建築物の緑化を行う。 
＜必要緑化面積＞ 

4,868 ㎡ ×（ 100％ － 建蔽率 60％ ）× 50％ ≒ 974 ㎡ 

＜計画緑化面積＞ 

570 ㎡（平面緑化）＋ 459 ㎡（壁面緑化）＝ 1,029 ㎡ ＞ 974 ㎡（必要緑化面積） 

 

３ 条例第４条第１項の規定による関係行政機関からの意見 

意見内容 事業者の対応 
知事の 

判 断 

【明石市】 

＜都市計画の観点からの意見＞ 

当該地が面することとなる国道 28号は、

明石都市計画マスタープランにおいて「骨

格交通軸」に位置付けられており、主要道

路沿道の土地利用の方針として「周辺の住

環境との調和を留意しながら、道路利用者

等に利便を提供する商業・サービス機能の

集積・維持を図ります。」とされている。 

今回の計画は、これらの方針に合致する

ものであることから、特に意見を付すもの

ではない。 

 

 

― 

 

 

― 

＜その他計画等に対する意見＞ 

１ 当該建設予定店舗周辺道路は園児、児

童、生徒が通学路として使用している。

園児、児童、生徒の安全を確保するため

にも、繁忙時に交通誘導員を駐車場出入

口に配置等、安全確保の対策を要望しま

す。 

２ 生徒指導の観点から、近隣トラブル、

店舗利用者、店舗に対するトラブルが懸

念されるため、他校生との交流の拠点と

なるような遊戯施設などの設置しないよ

うにされたい。 

 

１ 教育委員会と協議の結果、駐車場

出入口の前面は通学路に指定されて

いませんが、交通誘導員については、

繁忙時に駐車場出入口に配置し、安

全確保に努めます。 

 

２ 遊戯施設などは設置しない計画で

す。 

 

 

 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 市道大蔵町 41 号線については、児童の

登下校時、資材搬入経路として大型車の

通行を制限されたい。 

 

 

４ 大蔵本町町内会会長、中崎まちづくり

の会会長など地域住民への事前説明を行

い、出された意見・要望等に十分に配慮

し、不安の解消に努められたい。 

３ 搬入車両の通行については、児童

の登下校時間帯を避けた計画としま

す。万一、登下校時間帯に搬入する

際には、市道大蔵町 41号線を避けま

す。 

４ 地元自治会や近隣住民へは、事前

説明済みです。計画地の北側の市道大

蔵町 20 号線には、出入口を設置しない

要望をいただいており、計画に反映し

ています。 

事業者の

対応は妥

当と判断

します。 

 

【近畿地方整備局兵庫国道事務所】 

１ この意見照会に係る大規模集客施設

（以下「大規模集客施設」という。）に

際して、当兵庫国道事務所が管理する一

般国道 28号（以下「国道」という。）に

関する工事（乗入れの改築等）を行う必

要が生じる場合は、事前に明石維持出張

所長（以下「出張所長」という。）に協

議の上、道路法第 24条の規定に基づく承

認を受けられたい。 

 

２ 大規模集客施設に際して、国道区域内

に看板等の占用物件を設置する場合、あ

るいは、建設工事に際して、国道上に工

事用仮設物（足場、仮囲い等）を設置す

る必要が生じる場合は、事前に出張所長

に協議の上、道路法第 32条第１項の規定

に基づく許可を受けられたい。 

  また、大規模集客施設に伴い生じる上

下水道等の敷地内への接続（引込管）が

必要な場合については、各施設管理者よ

り道路法第 32 条第１項あるいは第３項

の規定に基づく道路占用許可を受けるよ

う措置されたい。 

 

３ 大規模集客施設の雨水排水について

は、国道の雨水排水施設に流入しないよ

う措置されたい。 

 

４ 大規模集客施設の建設工事に際して

は、国道施設を損傷しないよう万全の注

意をもって行われたい。万一、大規模集

客施設の建設工事に起因して国道施設を

損傷したときは、速やかに出張所長に届

出て、その指示を受けられたい。 

 

 

１ 国道 28 号に関する工事を行う際

には、事前に明石維持出張所長と協

議し、道路法第 24 条の規定に基づく

承認を受けます。 

 

 

 

 

 

 

２ 国道区域内に看板等の占用物件を

設置する場合や、国道上に工事用仮

設物を設置する場合などは、事前に

明石維持出張所長と協議の上、道路

法第 32 条第１項の規定に基づく許

可を受けます。 

  また、上下水道等の敷地内への接

続が必要な場合は、各施設管理者よ

り道路法第 32 条第１項あるいは第

３項の規定に基づく道路占用 

許可を受けます。 

 

 

 

３ 雨水の排水計画については、市と

協議済みです。国道の雨水排水施設

には排水しません。 

 

４ 建設工事に際しては、国道施設を

損傷しないよう万全の注意をもって

実施します。万一、建設工事に起因

して国道施設を損傷したときは、速

やかに明石維持出張所長に届出て、

その指示を受けます。 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 大規模集客施設に係る工事車両等によ

る国道の渋滞その他の交通障害が生じな

いよう万全の措置を講じられたい。また、

必要に応じ保安要員等を配備して、歩行

者等への安全対策についても万全にされ

たい。 

５ 工事車両等による国道の渋滞その

他の交通障害が生じないよう計画し

ます。また、必要に応じ交通誘導員

等を配置し、歩行者等への安全の確

保に努めます。 

事業者の

対応は妥

当と判断

します。 

【兵庫県警交通規制課】 

１ 案内誘導看板等の設置について 

 出入口を明示する案内誘導看板を設置

するとともに、設置箇所については、事

前に明石警察署長と調整されたい。 

 

 

２ 来退店経路について 

 チラシ及びホームページ等の各種媒体

を活用して、来退店経路を周知するよう

に広報を徹底されたい。 

特に、国道に面する出入口の左折入出

庫の周知徹底に配意されたい。 

 

 

 

３ 店舗出入口等への交通誘導員の配置に

ついて 

(1) 開店から当分の間及び繁忙日等につ

いては、出入口等に交通誘導員を配置

して来退店車両に対する適切な交通誘

導を行い交通の安全を確保するととも

に、周辺交通の状況によっては必要に

応じて交通誘導員を適宜配置された

い。 

 

(2) 営業時間中における荷さばき施設の

利用については、交通誘導員を配置し

て車両誘導を実施されたい。 

 

１ 案内誘導看板等の設置について 

出入口を明示する案内誘導看板を

場内に設置します。また、案内設置

箇所については、事前に明石警察署

長と調整します。 

 

２ 来退店経路について 

来退店経路についてはオープン時

のチラシ掲載等によってお客さまに

周知します。 

また右折出入庫禁止の看板設置や

左折出庫の路面標示、繁忙時の交通

誘導員の設置により、左折出入庫の

周知に努めます。 

 

３ 店舗出入口等への交通誘導員の配

置について 

(1) 開店から当分の間及び繁忙日等

には、交通誘導員を配置し、交通

の安全確保に努めます。開店後の

周辺交通の状況によっては、必要

に応じて交通誘導員を適宜配置し

ます。 

 

 

(2) 営業時間中に商品搬入する場合

は、従業員等を配置し、安全誘導

します。 

 

同上 

【総合治水課】 

１ 総合治水条例第 10条により、浸水によ

る被害を発生させる可能性が高まる開発

行為を行う場合は、雨水を一時的に貯留

し、雨水の流出を抑制する調整池の設置

に努められたい。 

 

 

 

 

１ 雨水の流出を抑制する対策とし

て、外周には雨水を浸透させる緑地

を設置し、機能の維持管理に努めま

す。 

 

 

 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 

 



２ 総合治水条例第 21条第１項により、駐

車場などの広い土地を利用した施設につ

いては、その四方に雨水を貯留するため

の壁を設置するなど雨水を一時的に貯留

させる措置や、雨水を浸透させる芝舗装

を施すなど地下に浸透させる措置を講ず

ることにより、これらの施設に雨水貯留

浸透機能を備えることに努められたい。 

３ 総合治水条例第 21条第２項により、大

規模な建物又は工作物については、その

敷地又は地下に雨水を貯留する設備を設

置すること等により、これらの建物又は

工作物に雨水貯留浸透機能を備えること

に努められたい。 

４ 今回計画区域が浸水想定区域に含まれ

ているため、総合治水条例第 44 条によ

り、建物又は工作物の床を高くし、建物

等の機能の維持に重要な電気設備等を高

所に設置し、地階への雨水の流入を防ぐ

等の浸水による被害を軽減する耐水機能

を建物等に備え、その耐水機能の維持に

努められたい。 

２ 外周には雨水を浸透させる緑地を

設置し、地下に浸透させる配慮を行

います。 

 

 

 

 

 

３ 外周には雨水を浸透させる緑地を

設置し、地下に浸透させる配慮を行

います。 

 

 

 

４ 室外機等の電気設備は屋根上に配

置し、浸水による被害を軽減して、

建物等の耐水機能の維持に努めま

す。 

事業者の

対応は妥

当と判断

します。 

【都市政策課】 

１ 兵庫県まちづくり基本条例による事業

者の責務に基づき、地域と一体となった

まちづくりを進める観点から、今後とも

地元と十分に話し合った上で事業を展開

されたい。 

２ 誰もが利用しやすい施設整備の観点か

ら、福祉のまちづくり条例に基づくチェ

ック＆アドバイス制度を活用されたい。

延床面積 10,000 ㎡未満の物販店舗の場

合は、施設の完成後に点検表（添付ファ

イル内「資料３」Ｐ５～７）に基づいて、

より簡易に点検を行う「点検表型」のチ

ェック＆アドバイスを活用できるため、

是非検討されたい。 

また、点検表の基準を一定満たすと「ひ

ょうご県民ユニバーサル施設」として認

定する制度もあるため、こちらも活用さ

れたい。 

（詳細は添付ファイルのとおり。制度活

用をご検討いただける場合は、都市政策

班福祉のまちづくり担当まで連絡された

い。） 

 

１ 地元自治会には、事前に説明済み

です。また、開業後において、問題

が発生した際には、解決に向け誠意

をもって対応します。 

 

２ 福祉のまちづくり条例に基づくチ

ェック＆アドバイス制度について、

活用を検討します。完成後、弊社に

て点検表とのチェックを行い、基準

を満たしていれば、ひょうご県民ユ

ニバーサル認定制度の認定について

も検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 環境の保全と創造に関する条例では、

建築面積又はその敷地面積が 1,000 ㎡以

上の場合、同条例施行規則で定める緑化

基準に従い、当該建築物又はその敷地を

緑化しなければならない規定があるので

留意されたい。 

また、新築又は増築等に係る建築面積

が 1,000 ㎡以上の場合、同緑化基準に従

い、建築物等緑化計画届を作成し、建築

確認申請前に提出されたい。 

３ 環境の保全と創造に関する条例の

緑化基準に従い計画します。なお、

建築物等緑化計画届出については、

建築確認申請前に手続きします。 

事業者の

対応は妥

当と判断

します。 

【景観形成室】 

本事業計画には、景観法、明石市都市景

観条例、明石市屋外広告物条例が適用され

る。各法令に基づく基準等を遵守するとと

もに、申請等必要な手続を適切に行われた

い。 

なお、明石市において景観法に基づく景

観計画は未策定であるが、今後、策定され

た場合は、同景観計画に基づく基準が適用

されるため、注意されたい。 

 

景観法、明石市都市景観条例、明石

市屋外広告物条例を遵守します。なお、

申請手続きは適切に行います。 

また、明石市において景観法に基づく

景観計画が策定され、本施設も該当す

る場合には、基準を遵守するよう計画

します。 

 

同上 

 

 

４ 条例第４条第２項の規定による知事の意見(案) 

知事の意見の有無 有しない。 

留意事項の有無 

次の留意事項を付記する。 

１ 敷地内掲示や看板、広告等によって来退店経路を周知徹底する

こと。 

２ 営業時間内に荷さばき作業を行う場合は、誘導員を配置し、来

客の安全確保に努めること。 

３ 繁忙時等は、駐車場の出入口に交通誘導員を配置し、来店車両

の安全かつ円滑な出入庫を図ること。 

４ 開店後も周辺道路の交通状況を注視し、来店車両に起因する混

雑その他安全上の問題等が発生した場合は、関係機関と協議の

上、必要な対策を講じること。 

５ 計画された緑化部分について、適切な維持管理に努めること。 

 
 

 

 

 

 

 



議案３ 

１ 基本計画書の内容（提出年月日：令和３年６月 21 日、根拠規定：条例第３条第１項） 

名 称（新築等の区分） （仮称）マルナカ青山店 

所在地 姫路市青山三丁目 729 番１ ほか 

事業者 マックスバリュ西日本株式会社 

施設の用途 
物品販売業を営む店舗（食料品等）、 

物品販売業を営む店舗（未定） 

着工時期、開店時期 令和４年１月頃、令和４年７月頃 

施設面積 

（広域土地利用プログラム対象面積）
2,869 ㎡ 

物品販売業を営む店舗の面積 2,265 ㎡ 

飲食店、映画館等面積 0 ㎡ 

延べ面積、敷地面積 2,869 ㎡ 、6,712 ㎡ 

用途地域等 第二種住居地域 

駐車場の収容台数 

98 台 （全体台数 108 台）≧ 必要台数 98台 

夜間駐車場の利用制限 有 制限後台数 （変更なし） 

営業時間 午前７時から翌午前０時まで 

２ 重要事項 

（１）まちづくりに関する計画との整合に関する事項 県の判断 適 

 大規模集客施設に係る計画と県及び市町のまちづくりに関する計画との整合性 

○ 計画地は、大規模な集客施設の立地誘導・抑制に係る広域土地利用プログラムの「商業ゾ

ーン以外」の地域で、床面積の上限 6,000 ㎡に対して、計画施設の床面積はこれを下回る 2,869

㎡である。 

○ 市都市計画マスタープランでは、住商併存地でもある複合住宅地として位置付けられてい

る。 

○ 以上により、本計画は県及び市のまちづくりに関する計画に整合していると判断する。 



（２）駐車需要の充足等交通に係る事項 県の判断 適 

① 駐車場に関する事項 

【必要駐車台数の算定・確保】 

指針に基づく必要台数 98台に対し、来客用駐車台数を 100 台確保する。 
〔指針式〕 
  2.265 千㎡×1,309 人/千㎡・日×ピーク率 14.4％×分担率 65％÷平均乗車人員 2.0 人/台 

  ×平均駐車時間係数 0.708 ≒98 台/ｈ 
 

② 道路交通への影響に関する事項 

【交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価】 

ア 店舗の新設により新たに発生する自動車台数と来退店経路の設定 

○ ピーク１時間当たりの来店自動車台数 
〔指針式〕 
  2.265 千㎡×1,309 人/千㎡・日×ピーク率 14.4％×分担率 65％÷平均乗車人員 2.0 人/台 

≒139 台/ｈ 
 

○ 商圏（店舗を中心に半径 1.5km）を５方面に分け、各方面別の世帯数比で 139 台／ｈ
を各地域からの経路に配分する。 

方面 世帯数 
(世帯) 

配分比 
（％） 

来退店ピーク台数 
（台／ｈ） 

①  1,617 17.3 各 24 

②  3,360 35.9 各 50 

③  2,549 27.2 各 38 

④  1,316 14.1 各 19 

⑤  520 5.5 各８ 

計 9,362 100.00 各 139 

 
 

イ 交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価及び対策 

○ 現況交通量調査〔地点１、地点２：令和３年１月７日(木)、11 日(月・祝)〕に、店
舗の新築により新たに発生する自動車台数各 139 台／ｈを加えて、交差点需要率及び車
線別混雑度の検討を行う。 

〇 現況交通量調査時は、地点１交差点の西流入は左直及び右折の２車線であった。しか
し、その後の交差点改良の結果、基本計画書提出時には左直、直進及び右折レーンの３
車線となっている。 
このため、交通量調査時の結果を、現況の３車線の結果として補正している。 

〇 地点１交差点の北流入及び南流入には、信号交差点を通らず国道２号の下を通るアン
ダーパスがあるが、新たに発生する北流入及び南流入の自動車については、安全側とな
るよう、信号交差点を通るよう設定している。 

○ 信号交差点の交差点需要率、車線別混雑度は下表のとおり。 

○ いずれの信号交差点においても、ピーク時間帯において交通処理は可能と考えられる。 

○ なお、下表にはないが、22 時以降における交通処理についても、交通量がピーク時
間帯から大幅に減少することから、交通処理は可能と考えられる。 

 

 

 



（上段：交差点需要率、下段：車線別混雑度）        ※網かけは最大値を示す。 

調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

地点１交差点 
（夢前橋西詰） 

 
平：17時台 
休：13時台 

0.699 0.659 0.739 0.698  

0.83 
0.26 
0.72 
0.51 
0.37 
0.37 
0.14 
0.46 
0.59 
0.83 

0.63 
0.16 
0.41 
0.40 
0.35 
0.35 
0.11 
0.39 
0.61 
0.75 

0.89 
0.28 
0.83 
0.64 
0.37 
0.37 
0.20 
0.53 
0.59 
0.83 

0.67 
0.17 
0.49 
0.50 
0.35 
0.35 
0.17 
0.48 
0.61 
0.75 

北流入左直 
北流入右折 
南流入左直 
南流入右折 
西流入左直 
西流入直進 
西流入右折 
東流入左折 
東流入直進 
東流入右折 

地点２交差点 
（西夢前台３丁目） 

 
平：17時台 
休：17時台 

0.454 0.323 0.570 0.441  

0.58 
0.38 
0.28 
0.01 

0.42 
0.40 
0.17 
0.00 

0.72 
0.41 
0.38 
0.01 

0.57 
0.43 
0.27 
0.00 

北流入左直右 
南流入左直右 
西流入左直右 
東流入左直右 

 
ウ 出入口②における右折の交通処理検討（22時まで） 

○ 現況交通量調査〔地点２：令和３年１月７日(木)、11 日(月・祝)〕の西断面交通量
の最大値に、上記で算出した発生台数各 139 台／ｈを加えて、信号機のない交差点の交
通容量の計算法（OECD報告書）により評価。 

○ 出入口②における来退店車両の右折に係る遅れの指標は、平日・休日共に、「滞留し
ない」となり、周辺交通へ与える影響は軽微と考える。 

（主道路：市道白鳥１号線、従道路：出入口②） 

開店後 

市道白鳥１号線 
→出入口② 

出入口② 
→市道白鳥１号線 

平日 
(７時台) 

休日 
(17 時台) 

平日 
(７時台) 

休日 
(17 時台) 

交通容量 1,020 1,150 739 845 

実交通量 93 93 46 46 

余裕交通容量 927 1,057 693 799 

遅れの指標 滞留しない 滞留しない 滞留しない 滞留しない 

 
エ 出入口①における右折の交通処理検討（22時以降） 

○ 現況交通量調査〔地点２：令和３年１月７日(木)、11 日(月・祝)〕の北断面交通量
の 22時以降の最大値に、上記で算出した発生台数各 139 台／ｈを加えて、信号機のな
い交差点の交通容量の計算法（OECD報告書）により評価。 

○ 出入口①における来退店車両の右折に係る遅れの指標は、平日・休日共に、「滞留し
ない」となり、周辺交通へ与える影響は軽微と考える。 

（主道路：県道 417 号広畑青山線、従道路：出入口①） 

開店後 

県道 417 号広畑青山線 
→出入口① 

出入口① 
→県道 417 号広畑青山線 

平日 
(22 時台) 

休日 
(22 時台) 

平日 
(22 時台) 

休日 
(22 時台) 

交通容量 950 1,070 505 669 

実交通量 93 93 139 139 

余裕交通容量 857 977 366 530 

遅れの指標 滞留しない 滞留しない 滞留しない 滞留しない 
 



（３）道路以外の公共施設への影響に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の敷地からおおむね 500ｍ以内にある公園、緑地、下水道、河川等の道路
以外の公共施設に対する影響 

○ 計画地の周辺には、影響を与える公共施設はない。 
 

（４）景観形成に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の立地する地域における伝統的景観、自然景観、街並みなど景観に関する
配慮及び公的計画（市町の景観に関する条例、建築協定、緑化協定等）の有無 

○ 「景観法」、姫路市「都市景観条例」、姫路市「屋外広告物条例」に基づき、周辺の景観
との調和に努めた計画とする。 

○ 兵庫県「環境の保全の創造に関する条例」に基づき、緑化基準に従い、敷地の緑化を行う。 
＜必要緑化面積＞ 
 敷地：6,712 ㎡ ×（100%－建蔽率 60%) × 50% ＝ 1,342 ㎡ 

＜計画緑化面積＞ 
敷地 423 ㎡ +グラスパーキング 315 ㎡ +壁面 632 ㎡ ＝ 1,370 ㎡ ＞ 1,342 ㎡ 
 

３ 条例第４条第１項の規定による関係行政機関からの意見 

意見内容 事業者の対応 
知事の 

判 断 

【姫路市】 

＜都市計画の観点からの意見＞ 

計画地の存する区域は、姫路市都市計画

マスタープランにおいて、複合住宅地とし

て位置づけられており、都市計画の観点か

ら支障なしと判断する。 

 

 

 

― 

 

 

― 

＜その他計画等に対する意見＞ 

・意見なし 

 

 

― 

 

― 

【兵庫県警交通規制課】 

１ 案内誘導看板等の設置について 

  出入口を明示する案内誘導看板を設置

するとともに、設置箇所については、事

前に姫路警察署長と調整されたい。 

 

 

２ 来退店経路について 

  チラシ・ホームページ等の各種媒体を

活用して、来退店経路を周知するように

広報を徹底されたい。 

  特に、県道に面する出入口①の左折出

入庫の周知徹底に配意されたい。 

 

 

 

 

出入口を明示する案内誘導看板を場

内に設置します。また、案内誘導看板

を設置する際には、事前に姫路警察署

長と調整します。 

 

 

来退店経路については、オープン時

のチラシ掲載等によってお客さまに周

知徹底します。出入口①については、

右折入出庫禁止の看板、敷地の北東角

には出入口②への誘導看板を設置し、

周知を図ります。 

 

 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 店舗出入口等への交通誘導員の配置に

ついて 

(1) 開店から当分の間及び繁忙日等につい

ては、出入口及び周辺交差点等に交通誘

導員を配置して来退店車両に対する適切

な交通誘導を行い、交通の安全を確保さ

れたい。 

 

 

(2) 開店後の状況によっては、駐車場出入

りの交通と周辺道路の通過交通が錯綜す

るおそれがあることから、交通安全上の

必要な地点に交通誘導員を適宜配置する

など、交通の安全と円滑に配意されたい。 

 

 

 

(1) 開店から当分の間及び繁忙時等に

は、出入口等に交通誘導員を配置

し、交通の円滑と安全確保に努め

ます。また、周辺交通の状況によ

っては必要に応じて交通誘導員を

適宜配置します。 

 

(2) 開店後の状況によっては、交通安

全上の必要な箇所に交通誘導員を適

宜配置等、交通の安全と円滑に努め

ます。 

 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

【総合農政課】 

・施設の整備により周辺農地での営農作業

及び営農条件に支障が生じることの無い

よう配慮されたい。 

 なお、整備後に周辺農地において、営農

上支障が生じることが明らかになった場

合は、当該支障の除去のために措置を講

じられたい。 

 

 

・開業後、周辺農地の営農に支障を来

たすことのないよう計画します。 

また、周辺農地において、営農上支

障が生じることが明らかになった場

合は、当該支障の除去のために措置

を講じます。 

 

同上 

【農地調整室】 

・計画区域内に農地が存している場合、事

前に、農地法（昭和 27年法律第 229 号）

に基づく手続が必要となる。このため、

事前に姫路市農業委員会あて協議された

い。 

また、施設整備にあたっては、周辺農地

の営農に支障を来たすことのないよう、

留意されたい。 

 

 

・計画地には農地がございません。な

お、周辺農地の営農に支障を来たす

ことのないよう計画します。 

 

同上 

【道路保全課】 

・兵庫県道 417 号広畑青山線の道路区域内

において、道路工事等を行うに際しては、

事前に協議等を行い、道路法に基づいて

必要な手続きを行われたい。 

 

 

・夢前橋西詰交差点（渋滞交差点）につい

ては、特に慎重な対応が必要であること

から、開店後の交通量調査を行い、影響

分析の事後評価を行われたい。 

 

 

・兵庫県道 417 号広畑青山線の道路区

域内において、道路工事等を行う際

には、事前に協議等を行い、道路法

に基づいて必要な手続きを行いま

す。 

 

・夢前橋西詰交差点においては、開業

後も交通量調査を実施し、影響につ

いて事後評価を行います。 

 

同上 



【総合治水課】 

・総合治水条例第 10条により、浸水による

被害を発生させる可能性が高まる開発行

為を行う場合は、雨水を一時的に貯留し、

雨水の流出を抑制する調整池の設置に努

められたい。 

・総合治水条例第 21条第１項により、駐車

場などの広い土地を利用した施設につい

ては、その四方に雨水を貯留するための

壁を設置するなど雨水を一時的に貯留さ

せる措置や、雨水を浸透させる芝舗装を

施すなど地下に浸透させる措置を講ずる

ことにより、これらの施設に雨水貯留浸

透機能を備えることに努められたい。 

・総合治水条例第 21条第２項により、大規

模な建物又は工作物については、その敷

地又は地下に雨水を貯留する設備を設置

すること等により、これらの建物又は工

作物に雨水貯留浸透機能を備えることに

努められたい。 

・今回計画区域が浸水想定区域に含まれて

いるため、総合治水条例第 44 条により、

建物又は工作物の床を高くし、建物等の

機能の維持に重要な電気設備等を高所に

設置し、地階への雨水の流入を防ぐ等の

浸水による被害を軽減する耐水機能を建

物等に備え、その耐水機能の維持に努め

られたい。 

 

 

・雨水の流出を抑制する対策として、

敷地内にはグラスパーキングを設置

し、機能の維持管理に努めます。 

 

 

・本施設では、雨水対策として外周に

雨水を浸透させる緑地を設置し、地

下に浸透させる配慮を行います。 

 

 

 

 

 

・本施設では、雨水対策として外周に

雨水を浸透させる緑地を設置し、地

下に浸透させる配慮を行います。 

 

 

 

・室外機は屋根上に配置します。なお、

キュービクルは地上置きですが、少

しでも高所になるよう、検討します。 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

【都市政策課】 

・兵庫県まちづくり基本条例による事業者

の責務に基づき、地域と一体となったま

ちづくりを進める観点から、今後とも地

元と十分に話し合った上で事業を展開さ

れたい。 

・誰もが利用しやすい施設整備の観点から、

福祉のまちづくり条例に基づくチェック

＆アドバイス制度を活用されたい。延床

面積 10,000 ㎡未満の物販店舗の場合は、

施設の完成後に点検表に基づいてより簡

易に点検を行う「点検表型」のチェック

＆アドバイスを活用できるため、ぜひご

検討いただきたい。 

 また、点検表の基準を一定満たすと「ひ

ょうご県民ユニバーサル施設」として認

定する制度もあるため、こちらも活用さ

れたい。 

 

・地元自治会には、事前に説明済みで

す。また、開業後において、問題が

発生した際には、解決に向け誠意を

もって対応します。 

 

・福祉のまちづくり条例に基づくチェ

ック＆アドバイス制度について、活

用を検討します。完成後、弊社にて

点検表とのチェックを行い、基準を

満たしていれば、ひょうご県民ユニ

バーサル認定制度の認定についても

検討します。 

 

 

 

 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・環境の保全と創造に関する条例では、建

築面積又はその敷地面積が 1,000 ㎡以上

の場合、同条例施行規則で定める緑化基

準に従い、当該建築物又はその敷地を緑

化しなければならない規定があるので留

意されたい。 

また、新築又は増築等に係る建築面積が

1,000 ㎡以上の場合、同緑化基準に従い、

建築物等緑化計画届を作成し、建築確認

申請前に提出されたい。 

 

・環境の保全と創造に関する条例の緑

化基準に従い計画します。なお、建

築物等緑化計画届出については、建

築確認申請前に手続きします。 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

 

 

【景観形成室】 

・本事業計画には、景観法、姫路市都市景

観条例、姫路市屋外広告物条例が適用さ

れる。 

各法令に基づく基準等を遵守するととも

に、申請等必要な手続を適切に行われた

い。 

 

 

・景観法、姫路市都市景観条例、姫路

市屋外広告物条例を遵守します。な

お、申請手続きは適切に行います。 

 

同上 

 

 

４ 条例第４条第２項の規定による知事の意見(案) 

知事の意見の有無 有しない。 

留意事項の有無 

次の留意事項を付記する。 

１ 敷地内掲示や看板、広告等によって来退店経路を周知徹底する

こと。 

２ 営業時間内に荷さばき施設②において荷さばき作業又は廃棄

物の収集作業を行う場合は、誘導員を配置し、来客の安全確保に

努めること。 

３ 繁忙時等は、駐車場の出入口等に交通誘導員を配置し、来店車

両の安全かつ円滑な出入庫を図ること。 

４ 開店後も周辺道路の交通状況を注視し、来店車両に起因する混

雑その他安全上の問題等が発生した場合は、関係機関と協議の

上、必要な対策を講じること。特に、夢前橋西詰交差点について、

姫路土木事務所と協議の上、開店後の交通量調査及び事後評価を

実施すること。 

５ 計画された緑化部分について、適切な維持管理に努めること。 

 
 

 

 

 


